
     

                        

 
 

轟 眞市 （物質・材料研究機構 主席研究員） 

 
 

１．はじめに 

きっかけは，今年の3月中旬に受け取った1通のEメールだっ

た．差出人は，本学会のセレンディピティ創造科学ネットワー

ク専門委員会を取りまとめていらっしゃる森田昇先生だった． 

筆者が 15 年前に執筆した記事「偶然を呼び寄せてセレン

ディピティを発揮するには」1) を読んでくださって，講演をして

もらえないかとのことだった．そんな昔の書き物が縁でお声が

掛かるとは思ってもみなかったが，メールを拝読するに，その

記事の中で取り上げた「采配の三角形」という概念がお気に

召したようだった． 

 辞退する理由などない．そもそもその記事の中で，「他人の

もたらす偶然は，人を動かすプレゼンテーションを実践するこ

とでもたらされる」と説いたのだから，この機会を逃す手はない．

直ちに，お引き受けしたいとお返事を差し上げたら，本誌の

連載講座への投稿も提案された．そんな訳で拙稿を掲載して

いただくことになった． 

 セレンディピティの本来の意味は「当てにしていないものを

偶然にうまく発見する才能」である 2)．研究開発においては，

飛躍的発展の契機になりうるものとして注目されているが，イ

ンパクトの大小を問わなければ，誰しもそういう経験はしてい

るに違いない．筆者のたわいもない経験を共有していただくこ

とで，読者の方々がセレンディピティについて考える機会を増

やすことにつながれば幸いである． 

講演と連載の題名は，旧タイトルに「新」をつけることにした．

先の記事では，20 年前に偶然始めた研究を下敷きに話を展

開させたのだが，今でも通用する内容になるよう取捨選択し

て仕切り直したかったからである． 
 

２．偶然に恵まれた 20 年前の研究 

２．１ 光ヒューズ 
当時アラフォーだった筆者は研究に行き詰まっていた．大

学院でガラス材料を，就職した企業の研究所で光ファイバを

取り扱った経験を活かそうと，両者を組み合わせる装置を手

作りで組み上げた．図 1 に示すような，向かい合わせに配置

した 2 本の光ファイバをガラス融液に差し入れてすくい上げ，

自然冷却で固めるものである．ガラス部分に機能をもたせれば，

新しいデバイスが作れるかもしれない．しかしこれは，冷静な

目で見れば筋が悪すぎる．2 つのガラス材料の熱膨張率差が

大きく壊れやすいし，ガラス部分に光閉じ込め構造がない． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 一対の光ファイバの間にガラス融液を挟み込む装置 3)4)

と，その動作ビデオへの URL が得られる QR コード． 
 
ところがある日ひらめいた．壊すことを目的にすれば簡単

に動作する．光が流れすぎると切れてしまう光ヒューズだ 5)6)．

結局実用化には至らなかったが，これが当時，次の偶然を引

き寄せてくれたのだった． 
２．２ 超高速カメラ撮影の提案 

飛び込みの営業マンが訪ねてきて，光ヒューズのポスター

を指差して声を張り上げた．「この現象，我が社のカメラで撮

影してみてください！きっと面白いことがわかるはずです．」そ

の瞬間，筆者は別のことを考えた．ファイバフューズという現

象 7)8)を撮影した方が，インパクトがある．この目で見たことは

ないけれど，強い光でシリカガラス製の光ファイバが連鎖的に

破壊される現象だ(図 2 および本記事末尾の筆者写真参照

QR コードで示した動画もご覧ください)．準備ができたら連絡

すると約束して，ファイバフューズを発生させる方法を模索し

始めた． 

論文の記述によれば，数 W のファイバレーザーの出射端

付近を熱すると，突然眩しい輝点が現れ，光源方向に移動し

始めるのだという．試行錯誤ののち，無事現象を再現すること

ができた．紆余曲折を経て撮影に成功し，その翌月に開催さ

れる国際会議のポストデッドライン投稿にだめもとで応募した

ところ，あっさり採択されて驚いた 9)10)．発表を終えて部屋を出

第１回 新・偶然を呼び寄せてセレンディピティを発揮するには セレンディピティ創造科学 

連載講座 

他人や天がもたらす偶然 

ると，この分野の重鎮が待ち構えていて，「君の論文，ほかの

審査員の点は低かったが，私が強硬に推したんだ．」と教え

てくれた．彼らの研究グループも同様の成果を得ていたのだ

が 11)，筆者の方がわずかに早かったので花を持たせてくれた

のだった． 
この顛末を読み物にまとめてある業界誌に投稿し 12)，例の

営業マンに報告したら，社長にまで話が伝わり，継続的な協

力が得られることになった 13)． 
２．３ 運を天にまかせた実験で査読突破 

ファイバフューズによって破壊された光ファイバには，奇妙な

形(弾丸状)の空孔列が残されている 7)のはよく知られていたこ

とだったが，その原因について説得力のある説明は提案され

ていなかった．その後研究を進めていくうち，この弾丸の形が

現れる理由が説明できる間接的証拠を見つけることができた． 
ファイバフューズを発生させた後，図 2(3)に示したようにレ

ーザーを瞬断し，輝点が消滅した場所の損傷形状を観察す

ると，先頭に細長い空孔があり，その背後に弾丸状空孔列が

並んでいた(図 3 参照)．同じ条件で撮影した複数の写真を比

べると，相互に微妙な違いがあり，並べ替えるとパラパラマン

ガのようなアニメーションが出来上がった(QR コードの動画 14)

参照)．先頭の空孔の尻尾が切り離され，押しつぶされて弾丸

の形になるのだ． 
投稿した論文の査読結果は厳しいものだった．「レーザー

を瞬断した際の減衰時間に言及せよ．損傷が冷えて固まるま

での時間が十分短いことを示せ．」それを測定する装置は持

っていない．でも，あのカメラを再び借りることができたら，消

える瞬間を撮影できるかもしれない．ありがたいことに，2 時間

だけ使わせてもらう手配がついた．しかし冷静に考えると，狭

いカメラの視野に輝点が入ったと同時にレーザーを手動で瞬

断しなければならない．それも 1/100 秒の精度で．例えて言う

なら，真剣白刃撮りだ 15)． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
撮影当日，気負うことなく淡々と実験を進めた．7 回目の撮

影を確認している時，画面の端から現れた輝点が視野を横切

り始めてすぐに，フッと消えた．減衰時間を算出し，無事論文

を出版することができた 16)． 
 
３．采配の三角形 

これら 3 つのエピソードのうち，最初の話はセレンディピティ

の典型例と言えるだろう．次の話も，ファイバフューズの撮影

を最初から当てにはしていなかったが，最終的な到達点に向

けて次々と自分以外の方々が手を差し伸べてくれた．最後の

話は，減衰時間の算出を当てにしていたものの，自分の力だ

けでは到達できる保証のない試みに，天が味方したかのよう

な偶然が起こった． 
偶然は呼び寄せられるのか？これを考察するために，采配

の三角形なるものを考案した 1) 17) (図 4 参照)．偶然をもたら

してくれた三者（己・人・天）の寄与率を主観的に分析するた

図 2 ファイバフューズの(1)発生，(2)伝搬，および(3)消滅の

位置関係と，ビデオ映像への URL が得られる QR コー

ド．レーザー光の伝搬方向とは反対に移動する． 

図 3 ファイバフューズに供給しているレーザー光を瞬断した

ときに残る空孔列と，それを元にしたアニメーションの

URL が得られる QR コード． 

図 4 采配の三角形． 
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めの三角図である．最初の話は，手を動かしているうちにアイ

デアがひらめいた．図 4(1)の白丸に示すとおり，偶然をつか

む寄与率は自分 100%である． 
では，他人がもたらしてくれた偶然については，自分の寄

与は皆無なのだろうか？筆者の 2 番目の話に関していえば，

答えは「否」である．研究発表のポスターを飛び込みの営業マ

ンでも理解できるように作成したこと，応募原稿を入念に書い

たら，審査員が私情をはさまず推薦してくれたこと，それをまと

めた読み物がカメラメーカの社長の目に止まり継続的な協力

につながったこと．自分が情報発信したことが独り歩きして，

予期せぬ人々からの協力につながった．人を動かすプレゼン

テーション 18)を心がけることで，他人のもたらす偶然は呼び寄

せられると思う．図 4(2)の白丸のように，自分の寄与率を高め

られるのだ． 
最後の天がもたらす偶然については，筆者のたった 1 つの

事例だけで語らざるを得ないので，諺や名言を援用しよう．自

ら手を動かし，人を動かすプレゼンテーションを心がけていれ

ば，「天は自ら助くる者を助く」，となるのではないか(図 4(3)の
白丸)．そういった精進を積み重ねることが，フランス人生理学

者のパスツールの言葉「幸運は用意された心のみに宿る」(図

4(4))につながるのではないか． 
 
４．他人のもたらす偶然を呼び寄せる手段 

それを知るには，自分が発表したものを一人歩きさせ，そ

れに接した人に何か行動を起こしてもらうには何をすべきか，

を考えなければならない．インターネット上のサービスをうまく

使うことがその早道であろう．筆者のその後のファイバフュー

ズ研究において効果的だったのは，インターネット上でのセ

ルフアーカイブと動画公開 19)であった． 
４．１ セルフアーカイブ 

研究開発を進めるうえで，我々はさまざまな文書を執筆し

発表する．出版社が著者に許諾する範囲において，著者自

らがインターネット上に対応するファイルを公開することがセ

ルフアーカイブである．現在では，研究機関が機関リポジトリ

と呼ばれるサービスを運営しているので，そこで公開するのが

一般的である．20 年前にはそんなサービスはなかったので，

筆者は個人のホームページで公開していた．その後，所属組

織が機関リポジトリを立ち上げたので，そちらに引っ越した．

参考文献に掲げた筆者による日本語の記事のほとんどは

DOI (Digital Object Identifier)が付与されているので，簡単に

文書ファイルに到達することができる．それらには，上述した 3
つのエピソードの詳しい内容が書かれているので，ご興味の

ある方はご参照いただけると幸いである． 
カメラメーカ社長にまで伝わった筆者の読み物 12)は，その

後別の業界誌の編集者の目に止まり，連載記事 6)13)15)を依頼

されるに至った．それを再び例の営業マンに報告すると，次

の撮影協力につながった．機会が機会を呼ぶこの連鎖は，最

終的に冒頭で言及した記事 1)の執筆につながった．筆者はさ

らに，それらの読み物のいくつかを英訳してセルアーカイブし

ておいた 20)．それがインターネット上での動画公開と組み合

わさって，外国の読者の目に触れることになった． 
４．２ 動画公開 

2006 年秋，筆者はあるオンライン動画共有プラットホーム 19) 

の存在を TV 番組で知り，興味を持った．早速手元にあった

短い実験動画を投稿してみると，翌朝米国から，ファイバフュ

ーズに関する質問メールを受けとり驚いた 21)．その 1 年半後

のある日，ファイバフューズの動画にスペインから 1 日 150 件

ものアクセスが殺到したのを発見した．検索してみると，スペイ

ン語で書かれた科学技術ブログ上で紹介されていることがわ

かった．例の英訳記事に対しても，「とても興味深い読み物だ」

とコメントしていただいた．その翌年には，米国を中心に 1 日

1000 件ものアクセスが集中することもあった 22)． 
こういったことの積み重ねで，時折海外の知らない人から

質問のメールを受け取ったり，学術雑誌の査読依頼が頻繁に

舞い込んだりして，ひとりでに最新情報が集まってくるようにな

った．10年経った節目に，薄いながらも単行本を出版すること

もできた 23)． 
 
５．次の発見 

2013 年の初夏，日本の若手研究者からメールを受け取っ

た．高分子製光ファイバで実験をしていたら，ファイバフュー

ズと見かけがそっくりな現象を偶然発見したので論文を投稿

したところ，帰ってきた査読に独力で対応するのが困難とわか

ったので，協力をお願いしたい，との内容だった．確かに見か

けは似ているが，供給するレーザー光が 1 桁小さいし，輝点

の移動速度も 2 桁小さい．起点が通過した後の損傷は，あた

かも炭化したかのような黒い線となっている．シリカガラス製光

ファイバで見られる現象とは全く異なっているのは明らかだ 24) 
(表 1 参照)． 

 
表 1 高分子製光ファイバにおけるファイバフューズ現象を撮

影したビデオ映像への URL が得られる QR コード． 
 
 
 
 
 
メールでのやり取りを重ねて追加実験なども提案し，再投

稿などのプロセスを経て，翌年1月に第一報を出版することが

できた 25)． 
 
６．おわりに 

以上述べてきた筆者の経験を，セレンディピティにからめて

総括するならば，自ら手を動かして「当てにしていないものを

偶然にうまく発見する」以外にも，他人や天のもたらす偶然を

呼び寄せて発見につなげる方法はあり，人を動かすプレゼン

テーションを常に心がけ，その内容が独り歩きして不特定多

数の人に伝わるよう情報発信に力を入れること，となる． 
本稿で紹介した内容の大半は 10 年以上前のものなので，

 Ultra-slow fuse propagation in  polymer 
optical fiber 
 
http://youtu.be/t0k_B6EOQhg 

具体的なノウハウとしては古びたものになっているかもしれな

い．しかし，その本質に目を向けてほしい．自分の仕事が他

人を刺激して，偶然に思えるような協力が得られるようになる

には，何をすべきか．筆者がかつて，インターネット上でのセ

ルフアーカイブや動画公開に手をそめたのは，あらかじめそ

の効果を予測できたからではない．おもしろそうだからやって

みよう，と手を動かしたに過ぎない．興味が湧いたものであれ

ば，続けるのにも苦にはならない．手を動かし続ければ，采配

の三角形において自己の寄与率を高めることができる． 
加えて，筆者が手を動かし続けることのできた原動力のひ

とつに，ソフトウエア・プログラミングがある．図 1 に示した手作

り装置を自在に動かす装置制御，図 3 に示したような多量の

写真に対する画像解析，原稿執筆やスライド作成に必要な繰

り返し作業を省力化するためのプログラミングなど，単純に面

白かったから続けることができた．（現在では幅広く普及して

いる技術かもしれないが，十年以上前はそれほどでもなかっ

た．）そしてその有益性に気がついたがゆえに，新たなソフト

ウエアツールの登場を知ると，とりあえず触ってみて有用そう

なら取り入れる，という習慣がついた．本稿が刺激となって，

読者の方々がセレンディピティを発揮することにつながれば

幸いである． 
残り 2 回の連載では，筆者が人を動かすプレゼンテーショ

ンを実践するのに役立つと考える 2 つの事項を解説する．筆

者が身につけた「プレゼンテーションの型」と，研究紹介ビデ

オを筆者が自ら手を動かして完成させた作業録である． 
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めの三角図である．最初の話は，手を動かしているうちにアイ

デアがひらめいた．図 4(1)の白丸に示すとおり，偶然をつか
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たら，審査員が私情をはさまず推薦してくれたこと，それをまと
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せられると思う．図 4(2)の白丸のように，自分の寄与率を高め
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白丸)．そういった精進を積み重ねることが，フランス人生理学
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いる技術かもしれないが，十年以上前はそれほどでもなかっ

た．）そしてその有益性に気がついたがゆえに，新たなソフト

ウエアツールの登場を知ると，とりあえず触ってみて有用そう

なら取り入れる，という習慣がついた．本稿が刺激となって，

読者の方々がセレンディピティを発揮することにつながれば

幸いである． 
残り 2 回の連載では，筆者が人を動かすプレゼンテーショ

ンを実践するのに役立つと考える 2 つの事項を解説する．筆

者が身につけた「プレゼンテーションの型」と，研究紹介ビデ

オを筆者が自ら手を動かして完成させた作業録である． 
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